
総合戦略の施策に対する市民意見（アンケートより）

【アンケート概要】

（名称） 市民満足度に関するアンケート（総合計画および総合戦略の進捗確認のため実施）

（対象）　　　 18歳以上の市民2,000人（令和元年６月末日の住基データより無作為抽出）

（実施期間） 令和元年11月1日（金）～15日（金）

（回答数） 586件（うち、男性242件、女性318件、不明26件）

（回答率）

Q：総合戦略には、４つの基本目標と、それを実現するための取組みを掲げています。

今後、まちの活性化を進める上で、どの取組みに特に力を入れていくべきだと思いますか。

高 中 低

≪基本目標１≫子育て世代が魅力を感じるまち

60.8% 33.3% 5.9%

59.2% 35.0% 5.7%

≪基本目標２≫多様な働き方に対応したまち

25.2% 55.8% 19.0%

50.8% 38.1% 11.1%

43.8% 44.5% 11.8%

≪基本目標３≫住みたいまち、行きたいまちとして選ばれるまち

34.1% 47.9% 18.0%

26.9% 58.2% 14.8%

52.0% 40.7% 7.3%

≪基本目標４≫地域を守り、地域の元気をつくるまち

20.4% 57.3% 22.4%

41.4% 48.2% 10.4%

40.4% 48.4% 11.3%

取組み（＝戦略の「基本的方向」）

２．働きたい人、働く人を支援する取組み　（就労セミナー開催 など）

１．起業・創業を応援する取組み　（相談窓口の設置、セミナー開催 など）

29.3%

１．子育てを応援する取組み　（医療費助成、子育て情報提供アプリの導入 など）

２．子どもがいきいきと育つための取組み　（35人以下学級、英語教育充実 など）

３．地域の健康を守る取組み　（健康ポイント制度の実施、健康遊具設置 など）

２．地域の活性化に向けた取組み　（植物園との包括連携、図書室の充実 など）

１．協働の仕組みづくりに向けた取組み　（「モノシェアリング（市の備品の貸出）」）

３．自然を愛し、守り伝えるための取組み　（里山保全活動の推進 など）

２．資源を活用した交流人口の増加に向けた取組み　（「かたのツーリズム」 など）

１．多世代向けの多様な住宅づくりを支援する取組み　（同居・近居補助金 など）

３．地域産業を元気にし、応援する取組み　（地元企業めぐり、農業体験イベント など）

優先度
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Q：総合戦略の４つの基本目標を実現するために、新たに実施すべきだと思う取組みがあればお書き

ください。

《基本目標１》　子育て世代が魅力を感じるまち

《基本目標２》　多様な働き方に対応したまち

《基本目標３》　住みたいまち、行きたいまちとして選ばれるまち

《基本目標４》　地域を守り、地域の元気をつくるまち

・成績の優秀な生徒・学生を支援し、さらに伸ばす取組
・有名校の誘致
・不登校となった子への家庭内での勉強支援
・語学教育の充実による国際交流の実施
・交野の自然を生かした教育
・自然と触れ合いながら子育てができる環境づくり
・残す自然は残し、住みよい街を作る
・若い夫婦対象の低家賃の住居整備
・道路の整備
・図書館の充実
・図書館や公園を一体化した施設を
・産婦人科を増やす

・気軽に就労相談できる場所を
・市内の職場を紹介する相談場所の設置
・古民家を利用した飲食店、古民家オフィスなどを展開
・農業を活用した雇用創出
・畑や田んぼなどのシェア、リース

・公共交通機関の整備（車がない世帯も住みやすく）
・交野らしい景観を残す
・交野の歴史や文化財を活かした交野らしいまちづくりを
・外国人への魅力発信
・ゲストハウスや民泊を増やす
・地元の歴史を勉強して愛着を持てるような取組み
・町おこしのシンボル通りの名前を考える

・インフルエンザ等予防接種の助成
・深夜保育・病児保育の充実
・子どもたちが集まれる遊び場の充実
・公園の充実（子供達が安心して自由に遊べる公園）
・室内で子供が遊べるところを増やす
・子ども連れで気軽に立ち寄れる場所の整備
・ボール遊びができる広場を
・学校の運動場で平日、休日も遊べるように
・待機児童解消（幼児園、児童会）
・18歳までの医療費助成
・支援センターを日曜日・祝日も開けて
・無料で子育ての話をする場所を

・企業誘致
・高齢者の働く場所の確保
・交通の充実（市外へのアクセス充実）
・夜勤等のある仕事に対応した子育て支援
・土日も市役所での手続きができるように
・就労支援・創業支援の仕組みをわかりやすく

・森林を活用した新しい施策
・田畑・緑地を残す
・記念日に苗木を市民に無料で配布し緑を増やす
・自然の中で遊べる場所、文化財等を整備しPRする
・都市型農業・地産地消の推進
・若い世代と高齢者等、様々な年代が交流できる場を
・道路整備（歩道整備、趣ある道づくり）

・空き家などを利用して、地区の交流場所をつくる
・自治会館等の活用
・憩いの場をつくる
・公園の整備
・図書館の充実

・防災をしっかり
・街灯を増やしてより安全なまちに
・高齢者の足の確保を
・交野市駅・郡津駅周辺の活性化（店舗を増やす）


